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1.  はじめに 

現代の社会は出会いに満ち溢れている。かつて

の社会では一生のうちに出会う人は限られていた

が、現代の都市型社会では比較にならないほどの

人に出会っている。しかし、多くの人に出会って

いても、人間関係を構築することは困難である。 

素性も知らない相手と唐突に交友関係を築かせよ

うとする支援は、より抵抗感の弱い、円滑に他者

とのつながりを生む手法の必要性が示唆される。

強い抵抗を感じない方法があれば、他者とつなが

っていたいという欲求は発露する[1]。 

一方、近年ではスマートフォンなどの持ち運び

可能な高機能端末の台頭に伴い、そこに新たな価

値を提供するユビキタスサービスが出会いの形を

大きく変える可能性を秘めている。 

そこで、本研究では公共空間における周囲の第

三者との新たな人間関係の構築支援に焦点を当て、

必要なきっかけを提供し、これまで表出していな

かった人間関係を発見し、興味や嗜好を共有する

人々を結びつけるシステムを提案する。  

 

2.  関連研究 

本節では公共空間における第三者との人間関係

構築支援に関する研究事例を紹介し、本研究との

差異を明らかにしていく。 

 Social Net[2]は、趣味嗜好の似通った複数の人

間を携帯無線端末によって検出し、彼らの共通の

友人の仲介で知り合わせることを目的としている。

検出されたユーザ本人たちに互いの存在を知らせ

るのではなく、彼らの共通の友人に「あの二人を

巡り合わせてはどうか」と提案していることが特

徴である。そのため、「なぜこの二人を巡り合わ

せることを提案されたかを、共通の友人が理解で

きない」という、つながりの理由の欠如が問題点

としてあげられている。 

 Serendipity[3]は、Bluetooth を搭載した携帯電話 

上に実装された第三者間コミュニケーション支援

システムである。Bluetooth の通信によって物理的 

 

 

 

 

 

に近くにいる第三者を検出すると、あらかじめ登

録している互いのプロフィールのマッチングを行

い、マッチングが成立した場合にその旨を通知し、

交友関係を広めることができる。しかし、本研究

と同様、物理的に直接会う可能性があるため、使

用するプロフィール情報に信頼性を持たせる必要

があると考える。そこで本研究では信頼のおける

プロフィール情報を使用し、物理的に近くにいる

ユーザ同士を直接結び付ける支援を行っていく。 

 

3.  人間関係構築支援システム 

本研究の提案するシステムでは「興味」、「嗜

好」、「体験」といった情報を交換・共有するこ

とによって互いの類似点や共通点を発見し、これ

まで表に現れなかった人間関係の構築を促すもの

である。 

3.1  位置情報と公共の実空間 

本システムではスマートフォンの位置測位機能

を利用し、友人知人にかかわらず、ある程度の距

離内であれば、ユーザを自動検出する。相手は一

定の距離内にいるため、Webサイトを介してコミ

ュニティを形成する人間関係構築支援システムよ

り、人との「つながり」を強く感じることが予想

される。 

3.2  出会い(ソーシャルマッチング) 

ユーザの自動検出には人と人の出会いを支援す

る技術である「ソーシャルマッチング」を利用す

る。ソーシャルマッチングは人に人を推薦するた

め、「人」をコンテンツとした情報推薦の一形態

と考えることもできる[4]。しかし本や映画を推薦

する情報推薦とソーシャルマッチングとの最大の

違いは、まさに推薦アイテムが人であるという点

にある。つまり、マッチングが成立するかどうか

はどちらか一方の判断だけではなく、両者の合意

が必要となる。また、2節でも述べたように、実

際に会ってコミュニケーションをとる可能性もあ

る本システムでは利用する情報に信頼性の要素を

加える必要がある。そこで、高い実名での利用を

誇るFacebook[5]の情報を利用したソーシャルマッ

チングに注目する。Facebookを利用したマッチン

グサービスである「ソーシャルランチ！」はその

日にランチが可能な人たちの中から、システムが

自動的に本日のランチ候補者を提案する[6]。ラン
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チに参加するユーザは互いに初対面であるにもか

かわらず、信頼できるFacebookのユーザ情報を利

用しているために直接会ってランチをとることを

可能にしている。よって本研究では信頼性の高い

Facebookの情報とユーザの実際にいる実空間の位

置情報をもとにソーシャルマッチングを行う。 

3.3  コミュニケーション支援 

本研究では人間関係の構築を目指しており、シ

ステムを離れ、実際に会ってコミュニケーション

をとることも想定し、そのきっかけ作りのための

コミュニケーション支援環境を提供する。具体的

には相手と自分の現在地情報をマップ上に表示し、

マップ上でチャット形式のコミュニケーションを

行う(図１)。 

 

 

図１ コミュニケーション支援機能の利用画面 

 

3.4  システムの主な機能 

 本研究で提案するシステムはクライアントサー

バシステムであり、サーバとクライアント（スマ

ートフォン）間の情報のやり取りはソケット通信

で行う（図 2）。 

 

 
図 2 システムの構成図 

また本システムの主な機能は以下の通りである。 

●ログイン機能 

ログインには Facebook利用時の ID とパスワー

ド情報を入力する（Facebook にログイン中の場合

はログイン済みとし、ログイン画面は表示されな

い）。また本システムを初めて利用する際には

Facebook情報の利用許可画面を表示する。  

●趣味嗜好情報取得機能 

 初対面のユーザ同士での会話の話題のきっかけ

となる個人の趣味嗜好情報（好きなスポーツ・

本・音楽・映画・活動）を Facebook からログイ

ン時に入力されたアカウント情報を元に自動取得

する。 

●検索機能 

現在の位置情報をもとに他ユーザとのソーシャ

ルマッチングを開始する。検索結果で表示された

ユーザに対してはコンタクトの要求を行い、了承

されたのち互いの位置情報を表示し、チャット形

式でコミュニケーションを行う。 

 

４.  おわりに 

 本稿では位置情報と Facebook のユーザ情報を

ソーシャルマッチングのプロフィールとして利用

する人間関係構築支援システムを提案した。 

今後は本稿で提案したシステムの適用実験を行

う予定である。例えば、街・地域の活性化と出会

いの場の創出を目的として街・地域が一体化して

開催する大規模な街のイベントである「街コン」

のような新たな人間関係構築支援が必要なイベン

ト等に本システムを適用させたい。 
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